
さんどうベん

では相互に手数を要し， 事務が煩雑化するので，契約によって

その消算事務を国鉄が代行することにしている。この契約を 3

線連絡社相互間清算契約という。

この契約は国鉄経理局長と関係運輸機関代表者が締結するも

ので，その内容は清算の手続， 担保および清算手数料等がおも

なものである。なおこの清算方式は，発運輸相韓関において関係

運輸相韓関に対する計算書類を作成の上，収入額および支払額を

算定し， 計算書類は直接関係運輸機関に送付，収入額または支

払額についてはべつに総括計算書をも って国鉄に送付する。国

鉄はこれにもとづいて，各運輸相韓関ごとに収入額および支払額

の相殺残額を計算して，徴収または支払の手続をするのである。

{青木武夫)

さんどうベん 三動弁 (英) tl叩le valve (独) Steuerventil 

(仏) triple-val ve � action rapide 自動犯気ブ レーキ装置の

主要部で，プレーキ管圧力の変化に応、じプレー キ作用をする一

種の制御弁。主として貨車および一部の客・ 電車ならひ・に気動

車の床下に取付けられ， 車両としてのプレーキに必要とする基

本的 3 作用，すなわち Lゆるめおよび込めlLプレーキ1 ならび

に しプレーキ重なり 1 をつかさどるものである。

三動弁は自動空気プレ ー キ装置部品中代表的のもので，プレ

ー キ管の滅圧によってプレーキ作用を起すようにな っ ているか

ら ， 列車分離の際には自動的にプレーキ位置を取り列車を安全

に停車させる。この弁は 1872 年米国のクョ ー ジ・ウヱスチング

めるとプレー キ 動 弁

管庄はそのとき .a.L,(. ." 'l企呼

の圧力を保持し

ているが， 補助

空気だめのl上力

空気は引続きプ

レーキシリ ンダ

に進入して圧力

が低下して行 く

ため， ついにつ

りあいピストン

のすべり弁室倣u

圧力の方がプレ

ーキ管側よりい

くらか低くなり ，

ピストンを筑と

する両側の圧力

分布が減配はじ

めと逆にな っ て，

ピストンは度合

弁を伴な っ てす

べ り弁室制IJに押

しもどされ，度 --1 

ハウスが発明したもので， このために在来の直通プレーキの欠 合弁によ っ てブ I C) .. ,' f!t 1. 
点を補う自動プレーキが実用化された。初期の三動弁はご く 簡 レーキ Y リ γ ダへの通路を閉じ，抵抗の大きいすべり弁の左端

単な作用をする弁で単純三動弁とよばれた。 当時の三動弁はつ に当るが， ピス ト γ両剖IJの圧力差は少ないのですべ り弁を動か

りあいピスト/ ， すべり弁および度合弁を包蔵し，弁の各室よ すほ どの力はな く ，ここでJl:: りプレ ー キシリンダはそのときの

り出た 3 本の空気管はプ レーキ管，補助空気だめおよびプレ ー l王力を保持する。これがしプレーキ重なり位置1 である。

キシリ γ ダにそれぞれ連絡するもので， つりあいピスト γはピ この位置ではピストン両面の圧力はほぼ釣合っ ているので，

スト γ両聞の圧力差によって動き，すべり弁および度合弁を移 プレーキ管J王力の楠滅によりしゆるめ位置1 またはしプレ ー キ

動させることにより空気通路を開閉して， Lゆるめおよび込め1 位置ー|に移動するが，ふたたびプレーキ管を滅庄するとピストン

Lプ レ ー キ1 または Lプレ ー キ重なり 1 の 3 作用のみを行 うもの は度合弁を伴な っ てさらに左に動き，補助空気だめとブレーキ

であ っ た。 シ リ γ ダの通路をふたたび開き，プレーキ シ リ γ ダの圧力を高

l ゆるめおよび込め作用(図 A) 運転士の プレ ーキ弁取 めることができる。すなわち有効減圧作空気プレーキの作用)

扱によ ってプレーキ管に圧力空気が込められると，つりあいピ 以内ではプレ ーキ管の追加減圧により，プレーキシリンダの圧

スト ンを境としてすべり 弁室側よりもプレ ー キ管制IJの圧力が高 力を階段的に高める こと，すなわち L階段プレーキ1 ができる。

くなり，つりあいピストンは度合弁 ・ すベり弁を伴な っ てすべ 以上は単純三動弁についての基本的 3 作用であるが， 三動弁

り弁室側に押し込められ， プレーキ管の圧力空気はシリ γ ダ内 が発明されて十数年後， プレ ー キ管の非常滅圧の場合，滅æに

壁上部の奥に縦方向に設けてある込めみぞから進入し，すベり よる三動弁みずからの作用によってプレーキ管圧力を放出する

弁室を経て補助空気だめをプレーキ管と同圧になるまで込める。 急動三動弁が発明され，列車とした場合，この連鎖的作用によ

この場合，すべり弁の空気通路はプレーキ ・J リ ンダと 弁の吐出 ってプレーキ性能をいちじるしく向上させることができた。っ

し口とを連絡するので，プレ ーキをかけた後であればプレーキ づいて常用プレーキの場合にも滅圧を連鎖的に促進させ，列車

シ リ ン ダの圧力空気は大気に放出されプレ ー キはゆるむ。 と しての滅l土伝達時間を短縮する急プレーキ作用をもたせるこ

2 プ レーキ作用(図 B ) プレーキ管が減圧されると，繍助 とに成功した。し急プレーキ作用1 にはプレーキ管の空気をプ

空気だめの圧力空気はせまい込めみぞから逆流しつつなおこの レーキシリ ン ダに導 く 米国ウェスチ Yグハウス式と，この作用

みぞでしぼられ，つりあいピスト γのプレーキ管側の圧力は低 のためにとくに設けた室内に放出するドイツのクノー ノレ式とが

下し，すぺり弁室側の圧力が相対的に高くなるので，ピストン ある@

はまず度合弁だけを伴なってプレーキ管醐uに引出され，速かに また貨車用三動弁に対しては， 被関車から長編成列車を込め

込めみぞを閉じる。ピ ス トンが込めみぞを閉じると ， プレーキ る場合， !II関車寄りの貨車は列車後部のものよりも早く 込めら

管似u とすべ り弁室側とは完全にしゃ断されるので， ピス ト γ両 れ， 機関車で込めをやめると ， プレーキ管の前部より後部の方

面の圧力差はますます大きくなり ， ピスト ンはすべり弁を伴な が圧力が低いため空気が後部に流れ，前部にプレーキがかかる

っ て確実にプレーキ位置まで移動する。 この位置では補助空気 現象すなわち L ? リープオン1 を少なくするため Lゆるめおよ

だめとブレーキ ゾ リンダとはすべり弁の通路により連絡するの び込め1 の場合において，込めつつある補助空気だめ圧とプレ

で，補助空気どめの圧力空気はプレ ー キ γ リンダに入りプレー ーキ管庄の差が多い聞は，つりあいピストンが強く押し込まれ，

キがかけられる。 込め時間をお くらせると同時に，プレーキシリンダ吐出し口を

3 プレーキ重なり作用(図ー C) 2 の場合途中で滅圧をと 絞ってゆるめ時聞をも延ばし，全列車を通じて しゆるめおよび
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